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　從來繭綜及共他の各種の織物川繊維の加熟に封する挫質に芳叱きて研究されたろものはi燈だ鐡

少である。特に電氣的装置によりて是慾繊維が加熟さ庁Lだる場含に於ける礎化を上ヒ較的1梅確に

測定せられたるものは殆んど闘かざる所である（）

　本研究は大島義溝氏及輻田義民氏の湾楽に1戊れる池績精葎装置をイ吏用し繊維を電氣爆1により

て加熟し共璽蔽の愛1ヒを騰英’ぐネを慮川せる特弧の熟天不’ドを使川して測定したのである。此法

により各穣繊維が加熱によりで先づ水分を火ひ次いで瓦斯を磯生し挺に引火磯煙して最後に次

分となる迄の行程を明1こする事が川來たのである。　　　　　，

　以下楚等の實験の糸育果を詳翻に蓮ぶる事とするΩ

繭厨の耐勲性に就いて（附イ・機舗）

　木寵瞼は一定の割含をもつて上昇しつNある濫度のもとにて試料の煎：lll：的攣化の測定並【ζ之　一

に樹する考察とを興へ以つて之が耐熟性の勤1溺Lヒ較への一助としたものである。

　特脅は此等の日的に到li甦せんが爲に新なる赫記‘‘Pracision　Spring　Them｝o－8alξしnce”なる

機械を利用せしものなれぽ順序として先づ第一に被器の要部構澁並に共の使用法の；瀧明に及び

然る後實験結果を考察せんとするものである。

　　　　　　　　　　　　　　　蜜験機の機構並に使用淡　．

　次脚に示す如く熔融イ1英xプリングSの下端Cに白金線を以て順次鐵心D・及び試料穿器1竺｛

金皿L1を吊しスプリング及鐵心は衛子製圓筒巾に、叉試料容器は反慮管FPに牧めて外鼻と孤立

せる機構を構成し1父悠管は電氣櫨Kに依りて加熱せらdL婆L：の瀕度は試料容器の庫下に挿入せ

る湿慶計に依りて測定す。反悠管の爾端には火々枝管G及Lを設け之に依りて氣膿の導入尊

川を爲す。

　次に使用法の原理は試11～1物質の璽董痩化tc　！’1ミふスプリングの伸縮に依る鋤心の移動に鮒して

ソレノイド電磁力を調節し以て常に鐡心を堺位に黛座せしむる如くし典の際加減せる電流の値

より豫め作製せる槍度表1ζ依りて：鯖｛1の億を求む。但零位は水挙式il費」取顯微鏡Mの測微尺1：

にて観測するものとす。

　術試料の重轍i墜化に樹する需亥器の感彙は鋭敏にして0．0002～0．OOOlgrの樵度である。

1　試料と實験範團

　試料は昭和10年度巻繭ヒ田灘糾墨門厚鮫廃のものにして純檸櫨交雑腫に就き豫め試験を行

つた。

　　　　　　　　　　純粘種　　國鐡欧16及國叢援1二1110　　　　　　．

　　　　　　　　　　交雑種　國雄日111×國鑓支107

　　　　　　　　　　　　　　　及同駄18×同支106
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實験の範圓を略記する　　：s’，　・…・侃斯佑狸kll
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　　悠減激の．li．：みた　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

　　るものと思はれる顯ID　°

D．次分並に無水物の測建法

　　．，　　　　　Ix實験成績
供灘幽こ0・2009・・¢珊髄探り電氣魏・卿て或る磯醐罐以つて力燃して行く時
試料は次の順路を以て璽量を減少しつS「憂化するのである。

　　　　　　匝墾確刊鰹璽…陣魎1鯛イ藪］イ諮殉

帥測…轍最醗んど直彰納に水分轍散しそれより鰍物ll燃に入る糟くし・噸様卿1が
後生し逐次重量の減少を示しつ、磯火珊1に入る。獲火するや試料は急激なるユ脳セ減少をなしつ

聡に一定蝿となりて次分となるもの一晒る。　　　　’v一

著者等は此の聞に起る種々なる現象を前記實験範圓内に於窺珪験し剛寺に漁度と反感漉｝1転と

の幽数曲線を作り燃焼状態を一圏瞭然たらしめたのである。

　　　　　　　　　　　　（1）　純糠種國難欧16號繭層の場合

交維穂砒し外・申酒塵陶れも耐熱臆弱V鵬汽二三臨）醜艮閲に示す奴外梯ま80・C

に於て約0・189・・（之は試1…斗0・29・・よ販感灘0．029・．を引き趨鋤の無・k翫鮭なり110’・C

に於て既に煙様の瓦斯休を磯生しつ妊次第に重量減少し145°Cに蓮するや0．17205grになり
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以後急激の璽量減少度を示しつ」290°C迄達す。勘外暦の磯火職は150°C内外と推定される

可きものにして此の鮎交聯種に比すると蔚しく抵抗性を失つてゐる。霰に中暦は90°Cに於で

約O．1753grの無水登となり105°Cに於て瓦斯休を磯‘ヒし145°Cに方§て其の皿鐙約0，17gr

となり155°Cに於て獲火黒lllに漣した。而して澗次重量を減少するも外麿に比し抵號弧G楚つ

て重量痩化綴漫であるo換需すれば燃焼速度i’よ小であるo次に内層の嗣熟性は中π重怯略同檬で

あつた。（ers－一一一、二、三圃滲照）

　　　　　　　　　　　　（2）　純粒種國囎日110號繭層1の場合　　　　’

　交聯種に比し1耐熟1厩身弓きもll歌16に比すれば張い。即外贋の場合に於て100°Cにて約0ユ8gr

の無水景となり105°Cにて煙様の瓦斯休を磯‘i三し漸次窺澱を減少しつ」165°Cに燧するや急

に減少し煙を増し獲火黒Iliに蓮した。而して340°Cに燵する迄共の工麟｛：の減少を績け次第に次分

の歌態へと近づく。次に中暦は100°C々こて0．175grの無水量となり115°Cにて瓦斯休狸1三、

180つCにて共のip．1：li’L一約0．17gr｝こして濃火職に癬した⊂，此のll！11［内腓同捌ξ外贋に比し可也の161ナ熱

性を示してゐる。次に内暦は早くも85°Cに於て水分を放散し瀧し共の翫｝1｛：約O．172grにて

無水量に溝するも比較ll勺抵抗力を示しつX　120℃にて瓦llli体i鯉llし、180°Cに連するや煎lll！：

急激に城少し煙を多川して搬火｝鮎に癒した。斯くして漸次力H熱志共に290℃迄減少し憩1激に　’

次分のll／1態へcl：近づくQ（鱒q、五、六間割！の

　　　　　　　　　　　（3）　交雑種國熊欧18號×國翼支106號の場合

　交雑種は純糎種繭謄｝こ比し典の趣を異にし先づ外贋・は100°Cに於て約0．177gr．の無水瀧に

・逮し135°Cに於て瓦斯休を1鰹kし185°Clこ於て煙を嚇し、0．173gr．にて獲火｝鮎となる。燃焼

連度は内暦に比し小にして4000Cより次分のllJこ態に近づいて衆る。中鷹の場合も略岡様1こし

て喉異なるは300°Cと400℃¢）聞に於て抵抗を示す部分が存議iするのは輿味ある現娘にして

恰もWoolの燃焼に似たる黙lliがある。

　内贋は燃焼速度が外及rll贋に比し大にして300°Cを越せぱ鍍畢鰹化も小とな1）段々次分へ

と近づかんとする。

　此の交雑種は純神種に上ヒし0°C～200つC迄の聞に於ては牌1當抵抗力を示してゐるが次遽のfl

皮交雑種に比すると典の抵就力は弱である。（第七、八v九圃滲照）

　　　　　　　　　　（4）　交雑種國螢日111號×國翼支107繊繭層の傷合

　之響交雑種は純糧種と共の趣を猫汝異にしゐる。90°Cに於て　0．1844gr．の無ノk量となり

115°Cにして瓦蜥休焚｛｛三し漸次璽蚕i：の減少をなしつx165°C　に於て約0．18gr．となり磯火

黙に蓮する。然し200°Cを越えると急に魏亟｛：減少して急激に300°C迄燃え績け以後は漸次

次分と接近して行くも200°C迄の耐熟性は純糠撹の及ぶ所ではない。

　中麿は100°C、にて約0．176gr．の無水量に漣するも125°Cにて漸く畑様瓦斯fイミを搬益す。

此の黙は外麿に比し内暦と同様抵望充を示してゐる。焚火黒liは165°Cにて典の蒔の重蚤i：は約

0．173gr．である。然し外贋の場合と同様200°C迄は可也の耐熟“1生を示しつ、魏量減少するも燃

焼速度小にして380°C迄減少を績け以後次分となる。内贋も中謄の場｛｝と略岡様にして200°C

迄は充分に耐熱性を示し燃焼速慶も亦同様である。

　エ1ヒの交灘種は外厨は耐熱性が一一・般i（無きも中及内暦は可也の耐熟性を示してゐる窮を伺ふに

充分であるo（第十、一茎一一、十二圓蓼照’）

之を要するに純糧種と交難種繭暦の比較をなすに

　　（1）　水分を放散し霊す時冊

　　（2）　無水量となつてゐる1伏態の長短
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　　　（3）　　00C　　よ　り　2000C　迄（1）1昌」をこ方ミ・レナるi’ffiJ・熱’1，kの覗最嚢｝弓

　　　（4）搬焔ilの高低

　　　（5）　燃焼蓮度の大小

等の塁脈於て交難獅が優つてをり純榊肋及測りiではない。

II1其の他の考察
　　　　　　　　　　　　　　　　（1）　水分数散封大態

　フ紛放鰍態を1膿h昇に肇ける堀締をもつて灘せ1欺の如く45～5。。c．腓・腰嚇の

水分倣散最が最大にして順次澁度の上昇につれて放散濫も少なくなり趣に無水の欣態に建す。

此の際聯燃に依る力II熟條禰豫め次の姻せしも此の條伽曜瞼i二に大昧麟蹴及礎な
い。帥ち1歓激に鴬撚をカjlふるも、漸次加ふるも典の系1Ii果に於ける誤瀧は少なく朗濟の場脅量歌羅

三瞬蔽爾τ“』耐t’脾 ｡∫11離1　伽欄内a）h・聯高きが故に欝醒鮭に燗　を來た

艶聯篇凱一一一”幅一『’ @　…　一・一一一・　　　　し後窮’の場合は比較的礎験が容易℃融る。從つて
、1：1：、認：：：：：：：：：：：：’：：：：：：ll：llY：lits下記の力麟搬つ醐當・なしf・・㈱　　・

　ユ000G－・200。（〕＿．＿　、＋一，＿．．』．50～55　，，　　　　　ノ1運凝の如き循ミ件をもつてカlli熱せし糸㍑襲上弥しノつ

　2000C－》300°G・一…一……・60～G5”　　　つある灘度の中での繭1瞥の水分放散燈澹見為にi次

300°C－・400°C－…・一一…70　’－7　r，・　　　表の如くである。但し此の炎は交灘種繭謄の場合

撒讐｝：：．：：：．：．：：：：：：．：：：：’1：1～9°・　の・剛献つたものである・

（跳）」二墾乏は各貧瞼に登言1魑月】せロ。　　　　　　　水　分放　散　状　態　裟

搬濃無・．夕讐醗鍵”でll盗雛墜轡！塑慧一磐懸一
騨一…一一一一　．．＿＿州帽＿，＿＿．＿＿　＿＿＿．＿＿＿　．ρ噛．脚冨叩．丁＿．、＿．周　、＿＿

・．・23－・．・25、・以i，＿璽一一⊥蝶：－1＿L£二難L止鰻。

の・紛歓はな噸　　35－4°　…。・…一・・…　2・5－…［1・5－…

を示すものである・ @工塑一巨臼鯉坐い懸止⊥漁竺L．
．（2）完全燃鮒　　　55－・・llg…S－・・Q2・……一・…1・．・一・．・

料饗1黙談　．＿鯉㌧1．璽一期上独鯉璽＿L・1㌧．＿．

第に増力IIして行くも　　　　　　　　　　H“｝　　　　　　　　　　　　　　　th
．　．　　75－・・li・・…一…24［・…一・…1…一。・・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の逮晦と購灘とが止み蜘こ燃焼の繍雄げるのである力辮辮は此の賜睦完全燃繍と

なした・正ゆ完全燃繍曜延搬1畑ち耐細三を物海る一つの條件にして髄せるものは＿

灘燃焼澱小にし燃らざるもの駄である。純鞭は嫌樹・比し著しく完然燃騰が低

い・一般に瀦は300°C～350°Cの1蹴に於て燃擁騰るも儲は350～450・Cの1職に於
て終るのである。

此をn5ili－i」’．別に言へば脚6は臼110並に交辮醐砒院到然鵬　が低い。亦眼澱寅の

交雑樋は日110に比し余り異なる斯が無い。

伽」．、、Ff．、、aつれて　＿＿8圃一．上璽聾量上土塑二烈s：・

赦雛渤・始め・　95－…il禰1穫1・｝～

　　　　　　　　　　　　　　（3）無水物並に茨分の測定法

鰍物嘘は前掲の醜甚並に数鞍鰍嬬贈30脚が1牒るのであるが茄｝の言職は次の
如くすればよいのであるo
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・．・gr＿＿＿＿＿＿払遭噸ll齢粥線
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　干　　　して櫛liと並行et。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　りたる部分が示す縦

O，ユ5gr　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　！蘭に於ける鐙：機との

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　霊を求むればよV・の

　　　　　　　　　　v　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　である即ち圃に示さ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　れたる樹乏であるo

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－」一一一＿　　　　帥ち上圖に於ける

　　　　　　　　100　　　　　　200　　　　　　300　　　　　400　　　50〔｝eC　　　　　　　　O，2gr責i眼と1111皐飛¢）刻ミ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　端2一の距離をもつて

次分の量とすればよいのである。從つて典の距離が大なれぱなる穣次分の彙多測fを示すもの

である。但し之等の1！　PXII的距寓lliは曲線圃に依りて知り得容易に比較し4昏るも精密なるT｝il：は前述

の如く数字炎に依りて求める轟が出來る。

（附）満洲柞翻繭暦と天闘繭暦

1，満洲柞魏繭厨

　柞徽は萬寂齢、熊橘城、安東縣地方漆のものにして一h般に寂猷に比較すれぱ耐熱性強である

EIIち力1熱と共に　65～75°C　．1二昇せし黙に於て共の含有水分を最もge；lll：に放倣しつ義蠣て

110°Cにて0．1741grの無フR濁！1に漣す。125°Cに建するや煙様瓦斯休を磯生し漸…次微量の霊厳

を減少しつs190°Cに於て共の重勲O．168grに急滅し且煙最を増した。從つて柞獄の獲火黙

は190。C乃至195°Cなる箏が推建される。然し磯火賄［1に蓮しても燃焼速度は依然小にして家

欝繭の遠く．及ぶ所ではなV・。斯くして500°C迄燃焼を継け500°Cを越えると完冷燃焼鮎と

なり次舞に沙ぐ分となる。（第十……圖滲照）

　　　　　　　　　　　　　　　2．天簸繭層
　柞翻同檬耐熟性大にして從つて燃焼速度小なるも　300°C附近に於て一時i約の抵i眈を一一般【こ

示して腸る。完蚕燃焼黒liは440°C　i’cして枠徽より60°Cも低V・。且次分の漿も多Vi。

（第十四岡滲照）

　以上示されたる如く柞獄繭暦と天然繭層とは大休に於て共曲線の形欺がイll瀕似して贋る。而

して家獄繭暦とは著しく異つて居る察を知る禦が出衆る。

　　　　　　　　　　　　　絹綜の耐熱性（附柞翻綜）

　　　　　　　　　ノ　木實験に供し海る生縣の原料繭は」：田獄編毒罫門撃校券繭國欝欧17×圃簸支105：の白菌ll並に國

鋤款16×國慧支16の費繭種にして之等よむ繰綜して14中の生懸を得た。而して次の種類に

分ちて耐熟殴試験を行ふたのである。

　　　1，　白生綜及同精練綜

　　　2．黄生綜及同糟練綜

　　　3．柞獄縣及生縣の混繰綜

　以ヒの6種類に就き實験せる結果を蓮ぶ庁Lぱ次の如くであるo（但鷹験法は繭暦の揚合と同様

なるを以てi妓には略記する）Q
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　　　　　　　　　　　　　ue白生糸糸と黄生糸糸

醗維蹴縦嘘独よ馴さ繊かつた敏嫁にた鰍混て…乎，糺て枷メ1物駆す
る・蠕の場舗翻の場合に耽1撚性嚴燃・・．煽・勘∫端灘力撒錬めら就輪　，

絹灘として搬肺だから醐へら編．第職沸16測欄融趣肌つ、繍嘲
熟髄ラ擦する職の・紛力女細燃は娘の姐である、，
　兜iJち～霊三堆系｛d：　60～65⑪C　　　　　　　噸…　一

」鋼し鵬，k分澱も外｝翌螺1潔の水分徽飛糊。賊齢』曾胴童

壽乎撫蜘，1瓢　　・・卿副…。・剛　・・。桐　1・1・・…

ひ11・・Cl，於て獺　3°一…1。灘・1・・L｝・1・・Sl1
…73g・となり鰍・、ゆ　…一…　ll…1・7・11・・3r）1…
ナ1膿なる而して・25－ @i）°一…　ll・・。1・・761・…　1・…O

議羅1羅　lll：1…i；：1劉器儲1
・も・8・℃一・9・・Ciこ　．8幅ll。…墜LIL）・・11・．7・

轡る・髄鰍に鞠　｛｝°一一・C　r）［il　・…6a，2い・…　1・，ti・

し附に醐灘して約　19°一＞1・・II。・…。耐…3Sl・．1・

騒糠総繋1譜　　11°°°li穫　1不灘　1　・

して‘騰は’T謙鞭し9・tの澱は　鰍曙しく小働つて・姻一・6・・C灘織しそ

鷲趣て舩購讐なる・そして直に次分の構に入瞭・翫暇少は効・聴る。鋤1
燃初より2°°°Cl瑚　1・・於ける　欄｛1・は締1・鰍し大筋る。鯛滋、・卜、、糊1｛、

　　　　　　　　　　　　　　　　XI精　糠　　縣

察趨讐灘難識蔽搬蒲島畿綿姦農灘幣鑑麗
迄購嗣吻耐懸赫せしも：・°・・°Cを猷る｝・伽rl撫綜の贈膿願㈱練比

掛畿警亦鱗勲いふ糊見る剛欄・・5・・e・な・囎鰍・

最勧1熟さ継る撒徽｝！・黄共に…°C・ieて細・・77・・の無糧の鷹となi，働、総

らるエに働32°℃に於て既・・虹嚢様の醐髄灘しつ職・磁少し殖・8・・q，稿や

戦1需畿して翻騙・嚇般騰糠燃鵬のぞd…砒し1…一・5

亦無雌となつてゐる鵬1カ「生苛・網聴かき眺綜が鰍に働礁の髄、，隙綬け
凝めi楓性㈱めたものであらう端へら身・る。（第十七、十川麺1鰺照）

　　　　　　　　　　　　　　　IXI　柞　　i緩　　糸糸

縦綜鰹嚇鞭みよ・藩辮せしも咄d蔽法・・依る獺・嚇紐㈱，1、，
した・雌の一つを巌す馴・一般に淡繍筋が搬綜・砒剛熟醐鵬れてゐる測，
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・総塑駅齢芸臆轡灘轟1蹴諮髄騰箒蕪灘潔験窪奮

鍵撫欝耀縦諸糠劉瀦譜欝割1認撚撫冨
れてゆくと瀦は19°°C・t・’cて処｛Li㈱し醗縦して約・．1晦となる・，反し微は、85・C

に於て0・1709・とな映畷火＃ll　｝礎したのである。

醗慧難灘灘翼磯鰹繋1繁徽1難擬欝

　　　　　　　　　　　　　　其の他の動植物繊維の耐熱性

織難厩て構纈・・囎綱撫あつて；・」c　a・欄㌃灘蹴渕辱剛熟雌燃鋤
線等の研究をなし海のであるζ，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　”

　　　動物；評f繊維

　　　　　　1．誰　　毛

　　　　　　2・　　シ：1ツデー　（Sho　［t（iy）

　　　　　　3．　メリノートツプ（Merino　top）

　　　　　　4・ウールトツプ（Wool　toP）

　　　植物潴繊維

　　　　　　1・　’マnラ渉1砺（Ma！iila　Hemp）

　　　　　　2。　大　　　嗣匠　　　　　　　　　9

　　　　　　3・　ラミtU（Ramie）　　　，

　　　　　4。　1礎　　厨薦（］Flax）

　　　　　5㌦　黄　 房旅i（Jute）

　　　　　6奮綿
　　　入工繊維

　　　　　　ヴiス＝　一一　x＄・6（Viscose　silk）

4

　　　　　．　　　　　1動物諸繊維

動物wwft：の燃焼1伏態蹴ての雛厭の撫ある。（㈱維は除外）

1・鞭繊は釜欄にし載・翻駄誠碑分は小となり’・rGつて燃鋤線購鋤で
　　　ある。但し再生旭（Shoddy）はfa）J外である。

　2．磯火黙は絹繊維に比し一一般的に低い。

　3。　次分は種々なる色を持つて居る。

4・鰍鞭瞠於け礁嘘麟繊糸1窪瀦礁漁ども鋤繍1霞砒すれぱ少ない．（但
　　　Shoddyの煙は糖物繊維と同様である）。

5・嫁蹴いては燃繍｝砒し瓢鞠鋤iき疑礫1三す。
　次に動物各繊維を比較すると

嫉に於て鵬編撒M・・in・t・Pが’ゆ働さを充分1・示してゐるSh。dd。は5。。℃
を猷ると煙齢鰍し或は多く或は少なく60・・Cl・動てi・・lilfく止み］・tc　b。

（；十一一圃よη二．十四爬骨i迄滲照）
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諭一ミ珂煙騨鞭の」…蕪騰脚繍欄　齢・・色
Sh・e圃「・…　1・6・掌・1・・伊・・【薄黄褐味
類　　　一＼

・h・ddy　l・・…　1・60re・1ρ・㎝く一．蹴融
M・・・・…pII…u・L．型：・＿．－L－．1・鍔゜い1㈱

、Vool

@tOI，　　　　　　　　H　　　　　　　　　　1エ50c　　　　　　　　　 l　　　　　　　　　　170m（）　　　　　　　　　L　　　　　　　45σ｛：　　　　　　　1　　　　　　　幼ξr・イ乱ド1色

　　　　　　　　　　　　　a．　シ而・：プウ”uaル（Sheep　woo1）

　210。～220。Cにて最大燃焼購に逮するや直に抵抗を示し230°C　を越えれば燃焼速度はノ」・

となるも300。Cになると燃焼速度亦大となる。次に350°Cにて1］ヌび小となり450°C濾ほ一

定の比にて燃焼辿度小となりつ玉趣に止みて次分に速す。（餌二二十一・・臓勝照）

　　　　　　　　　　　　　b．　シiヨもンテ㍉閣　（Shoddy）

本繊維は共の燃焼1伏態に於・ご：毛類・叫慣性轍つて♂鳩辮ま1轍に依り費詳易に推嬢川來

る。帥ち次第に燃焼速慶が増しつN　240°Cにて最：大に蓮し後次鍔∫に滅少して次分に劉るt’｛：い

ふ所謂羊毛類の不規［ilJlll勺な燃焼に封し規JVI的なものである。（第瓢十二圖毒熾i）

　　　　　　　　　　　　　c．メljノ剛トツプ（Merino　top）

　捧識維の耐熱性は亀類1｛1最も大と見られる可き繊維なれど共の燃焼lllこ態に於てほシープiY　一’

ル（Sheep　wool）と何等異なる騨iはない巨1．燃焼速度の漫化する瓢llは羊毛と殆んど盤わなく略な

同一黒占に於て略k圃一一の階段的燃焼JVぐ態を示してゐる。

　　　　　　　　　　　　　d．ウー一一一ルいンプ（Wool　tOP）

　本繊維の燃焼liJこ態はSheep　wool及MerinりtoPと異なる所なきも最大燃焼鮎は少し低く

200°Cである。而して210°Cにて再び抵抗を示し燃灼驚速度は薯しく小となる（Sheep　woo1及

Mer　ino　topと滲照）300°Cを越えると再び漣度は火となの360うCにて止み漸次燃焼しつN

次分へと近づく覇第二十四圖の如くである。

　　　　　　　　　　　　　　∬植物諸繊維　・　　　・
　植物繊維は動物繊維に比し著しく異なつた黙を指摘する事が川來るが此の内ラミー…（Ramieや

台潤藤）及黄麻（Jute台灘産）は共の燃焼曲線が羊毛と等しく階段的である。然し岡じく階

段的であつても一階段に於ける燃焼速度は遙かにWoolの方が小であり且亦搬るべき試轡の

簡所に依り種女なる特異性を有してゐるζとを特に附記して遣く。

　是等植物繊維の通挫を動物繊維に比較して記すと

　　　1．燃焼速度大である事

　　　2．　完全燃焼臨が低い事　　　　　　　　　　　　　・

　　　3．煙の磯生量が薯しく多堂であること

　　　4．次分の色は由色の物が大部分である事

等であるが同じ植物繊維の内でも蹄つてWoolより耐熱性張きものもあり叉マ島ラ麻の様に

極く耐熱性の溺きものもあるが故に一概に耐熟性の強弱を論する窮は許されないが一般的に胃

ふならば植物繊維は動物繊維1こ比し著しく耐熱性が弱V・。

　　　　　　　　　　　　　　　　（a）Manila　hemp

　本繊維は耐熱性が著しく弱い。帥ち190℃を越えるや忽ち熟焼速慶大とな砂加熱温農軸と

・殆んどi蕪直にして240°Cに遽するや反慮滅最の礎化薩に止む。（第二十五圃劉1ξ｛）



鰭號〕　　　　　繭轍癬徽勧耐，Ng，Htlに拠て　　、　　　　5｛

　　　　　　　　　　　　　　（b）　　大庶　及ヨE麻

鱗の繍f臆耐辮｝三の蝦鰯なく220°Cを越焔雄．に鞭澱漱となり250・C～2CCC・

に遼すると梢小となつて次第に次分の欺然へと捜近してゆく。（第二十六、二十垂圃旛照）

　　　　　　　　　　　　　　（c）　ラミi・ny（Ramie）及萱麻（Jute）

榊髄度は酬勿繊網砒し大泌もジ聖螺鱗態剛さては働鋤闘がない詑防ラミ．
は25°°Cより慧燃焼辿劇・となり30・°Cを越焔と急副　カll聡職分へ湖一。亦yetblalε

は230°Cを翫る撚焼澱が・J・と勧310°Cを越えて1・∫麟の蓮旋‘款とfs．　b　37。・Cよ

り次分のIV“mec！　kつてゆく・ラミーは185°C獺　はZ60・C　tc於て鷹灘翫く愛化しktzi

鍋」伽し渇徽簿の磯蠕・　と見翻洲陳る。（St：’：ご瞬トノ～、、　課：嚇トソし1直；ilaSj！に）

　　　　　　　　　　　　　（d）綿

此の繊維醐熟臆溺くり叫鞭i轍膿く＊ll「畝糊剛醐を灘責してゐる。鵬115・Cに

於て鰍の瑚1髄樹三ロ8・°敗慾糊醐し酬・磁少畷焔ll臥侃ゐる．聯に
燃さ9t　210°～220°C離すると急燃髄鰍となり働・10・C・・瞬｝謝し0．（｝9612鍔r

の渤殊してゐる・而し’C26・°Cl咄する轄1のr，1・1・も憩・峨少し照1、磯イヒ砂なく螂

に次分の1購へと近づいてゆく。伽剥個黎照）

’　　　‘　　1「x人工繊維
　　　　　　　　　　　　　　　　　ヴィス訂ス噸綜（Viscose　silk）

105°Ce・於て阻賄る煙季鍍の」・［斯4椛灘畷畑に蓮するのも燃軸・く165～170℃

である・200°Cを越焔と蘇燃糖轍け1轍はカ㈱膿ll　　と殆んど髄働る。而も此の際

te　（，i三す襯の色は絹繊維の辮畠色なる甑し鞠から馳である240・Cを越焔と鯉臓

K｛1　k小となり320°Cとなるe・・d’ltlひ殿1・蜘・醗んど勤力・なく次分・）」lk態鷹づ。、てゆく。

（策三三十一イ闘診爪ミ）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総　　　括

．　繭綜並に各麺繊維の耐熱性に就きて褐定る紬果を総括すれぽ麹の様で診る。

　　L純鞭腋綱砒囲熟1蜘鰍醐灘並に弓膿鰯朧する搬も低くりゆ
　　　　驚髄慶も大であるが他の動「吻繊維の及蜥ではない。

　　2・各騰繊験眺綜韻輌ナ熱鰍であつて脈鰍升ノこ態として徽する力の＊なる
　　　　事、引火、磯煙黙以後の燃焼遽度の小なる凄等は到底他の繊維の遊從を諄争すべきもので

　　　　はない。

　　3・　ti三翻外の勤繊維の畑分は鯉澱が棚則鰻化をなし椴的燃焼して行く。

　　　　艦期鰍徽吻灘と蜥の夫れとを臓する劇㈱鮒1燃焼澱腓灘大
　　　　である。

　　4諭勤灘眺縦略剛物灘砒Li’”しく匝欄鰯く燃腿脇亦敵大である。
　　　　鰍鱒寺に於け姓細反灘：　を劇料の・2～13％なる1・友蹴㈱鰍・嚇マ
　　　　＝ラ廓等は其の3～4倍量35～48％である。

　　　　無フ蝋態として徽する力も他の勤灘砒軌ば・J・であ1る燃麟に於ける煙，獄

　　　　多最であつた。

　　5・入こε謙ヴ・・一・緯ゴll隠・Mこ態としての鰍加嬬、瑚趣肱引火灘駐樽
　　　低く亦燃焼速度は生綜並に共の他の動物繊維に比し著しく大であつfe。



52　　　　　　　　　』　獄　　綜　　経曳　　瞭　　離　　　　　　　　　鴎八嚇

　　　叉煙量も棚物繊緋と同様に多：ril：であり且繭綜の煙は典のゴ1逢大卿1跡に於ご；紺礎臨積に

　　　反し入工織維は白色であつたQ

　大休」：記の如く大別して上ヒ較なし錫るも之を撒字にて示し斑に審に比寧姻諏ば底裁の如く費

ある。

』蟹哩城瑚「・・（1・・v・…鎚・礫帽　　　轍・鷹・鮒勲

繭堕｛11．il劃÷劃器｝1詔噸；：1：：

暦交糊
o誹器一訓細認；：ll｝・li：：1：：

獺k・　釧1斑刺噛・馴剛…r）い・・レ　i纈
　　LE．酬L三・・一璽L蝋⊥．靴1＿鰻．い構一t・t…制

絹th @帥闘6・D・・11・・11・・1一罰・レ　　儒・
綜精練刷瞳…1．1・・い・11・・一・・い・・レ｝麟
　　　柞．郷圃・・。一矧1・・戸・・。い…　い・・い　i欄

　　　混繰柞灘」匡塑L癒L鰻1・舗1　…，，・｛…輔
動．艶＿＿－EU興免い・一．．1「・・ボ1ド・・：・i明禰瞬蜘

慈挫懸一ゆ二二剛一．1・・、戸・・巨…い絹規・・瑚鞠

物空一一．．塵塑い35い7・1…。い・・いい・欝
慧鉦劃腿1叢一ト｝；：榔｝；1灘｝1；鷲

顛奪＿劃1聖lgL亙L－！60．　i・…い明｛繋蜘・・。
　　　綿　　　　　　　　　　　　1［　80一ユ30　1　　　115　　　1　　　160　　　1‘”4S・6　』　　｝　　　22r・　　l　i」，g具tiR・j　　i，　　　黛赫⑪

全劉ヴ鯉礎小・・翌rlgi）」・聾L製⊥町τ∵1∴1撮ジ唄
　　上表の数字は亭均値　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　』…　噌　ヒ’噛1…呵

以上の数依厭儲灘の耐継棚ら力嫌つ螺珊ふ．勘麟鰍・園◎。℃　st・
及2°°°C以・1・と二つ幅域紛けで考察する1胴一雛眼ても2・0・C齢　欄’　繰脇

も200°C以」二は比較的耐熱性無きものあり。亦其の逆の繊維もあつ海。

　　　　　　　　　　　（於　」ヒ日1灘縣專門雌校）
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On the properties of the silk and other 

various textile flbres for heat.

Ryugo INOUE & Akiyoshi MATSUURA.

（Received，　February　16，1936）

R6SUtn6

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ
　　　　We　stud｛ed　the　properties　of亡he　silks　and　other　various　textile罰1）res（sheep　wool，

　　　　　　　
　　shoddy，　Manila　hemp，　hemp，　rarロie，　flax，　jute，　cotton　and　viscose　etc．）for　heat　by　using

　　the　precision　spring　thermob導1a皿ce　by　prof、　Y．　Oshima．＆Dr．　Yl　Fukuda。　Tho　restilts

　　obtaiれed　were　as　follows：＿

　　　　（1）The　silks。f　the　pure　race　are　weaker　for　heat　than　those　of　the　cross　bred，　they

　　fume　and　bum　at　lower　temperature．

　　　　（2）The　raw　silk　resists　most　strongly　for　heat　am。ng　other　texti1e愈bres，　and　bums

　　mOSt　S10Wly　after　tOOk査re．　　　　　　　　　　　　　，
　　　　（3）　The　anima1飾res　except　the　raw　sillζLum　with　irregular　speed＄and　the　max三・

　　瓜urぬspeed　of　buming　of　the　animal　fibres　is　far　！arger　compared　with　that　of　raw　silk、

　　　　（4）The　vegetable　fibres　are　remarkably　weaker　for　heat　thaロthe　anima10nes．　The

　　speed　of　burning　of　the　former　is　Iarger　than　the　lat亡er．　The　deαease　of　the　weight

　　of　raw　silk　at　the　max1mum　po㎞t　of　burning　is　12・・－13　per　cent　of士he　sample　taken，

　　b11t伽the　contτary　that　of　the　vegetable飾re，－especially　cotton　and　Mic　nila　hemp一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ
　　is　35～48．　per　cent．　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　』　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　月

　　　　（5）Viscose　burns　more　quick！y　than　silk　and　other　anima1飾res，　sQ　the　speed　of

．burning　is　larger，　It　produces　as　much　fume　ill　quantity　when　burned，　as　the　vegetable

　　飴res　and　the　fume　is　whit　in　cOlour，　but　the　true　silk　produces　brown　fume．

　　　　　　　　　　（The　Imperial　co11ege　of　sericulture　and　silk・induStry：Uyeda，　Japan，）


